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コンクリートへの Cs 浸透メカニズムの解明に資するため、代表的なモルタル、粗骨材及びそれらを混合し

たコンクリートへの Cs浸透実験を行った。分析には中性子放射化分析を用い、より詳細な評価を行える見込

みを得た。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の廃炉において、構造材であるコンクリートを含んだ解体廃棄物が数十万トン発生
すると推測され、その安全かつ合理的な処理・処分が必要とされている。その汚染物質としては化学的に活
性な放射性 Cs を重要視するものがあり、主な解体廃棄物としてはコンクリートが挙げられる。本研究では合
理的な処理・処分に繋がるとして、コンクリートに対する Cs の浸透挙動の原理的解明を目的としている。 

 Cs のコンクリートに対する浸透挙動は、コンクリート主成分である Ca とのイオン交換による収着及びコ
ンクリート内部への Cs の拡散の 2 つのプロセスが重要である[1]。本研究においては収着を評価するための
分配係数、拡散を評価するために拡散係数を物性値として挙げている。より実機に近い形での濃度依存性デ
ータを取得することを目的とし、濃度の低い Csを用いた実験と測定を可能とするため分析方法として中性子
放射化分析を用いた分析を行い、浸透挙動を評価した。 

 

2. 実験方法 

 コンクリート及びモルタル試料は当大学の都市工学科の協力のもと作製した。粗骨材(花崗岩)のみ、粗骨材
を含まないモルタル(普通ポルトランド)のみ及び既知の分布で骨材を配合したコンクリート(以下、「規格化コ
ンクリート」)の 3 種類を 20.0mm×20.0mm×20.0mmtのサイズで作製した。 

2-1. 収着実験 粉砕した上記の試料粉末を 50～100 ㎛の粒径にふるい分けした。遠沈管に作製した骨材とモ
ルタルの粉末試料 5g と 10-4M の CsOH 水溶液 50ml を入れ振とう器にかけた。5 日ごとに遠心分離器にて固
液分離した後、上澄みの溶液を一回につき 500 ㎕ずつ採取し、原子吸光光度計を用いて Cs濃度を測定し、分
配係数を求めた。 

2-2. 浸透実験 浸透試験では既往の実験[2]と同じく、エポキシ樹脂でコーティングした試料を作製し、浸透
を表面からの一方向に限定するために一面のみに研磨を施してコンクリート及びモルタル部分を露出させた
状態とした。ビーカーの中に一種類ずつ試料を入れ 10-4Mの CsOH水溶液を 40ml入れた。これを室温(約 25℃)

の実験室で 10 日間保管した。水溶液から取り出し液体をふき取り観察面を研磨した。 

 

3. 中性子放射化分析の概要と測定結果の例 

浸透実験に用いたモルタル・粗骨材・規格化コンクリート試料を浸透面から 0.5mm ずつ 4 回、合計 2.0mm

までの研磨で得られた研磨粉を KURで 1 時間の中性子照射を行った後、時間を置き Ge 半導体検出器で計測
する。すなわち、コンクリートに添加した非放射性 133Cs が放射化して生成する 134Cs を分析し、浸透挙動を
評価する。コンクリートの主成分である核種の放射化で生じた短寿命核種は、数日で崩壊して消滅するため、
比較的長寿命である 134Cs に対して十分な精度で計測できると考えられる。 

コンクリートの主な化学組成は、SiO2、Al2O3、CaO、MgO、
SO3などである[3]。右図に KUR で 30 秒照射を行ったモル
タル試料のスペクトルを示す。56Mn、28Al、24Na、49Ca など
の短寿命核種のピークを確認できる。本実験において重要
である浸透挙動評価に供した試料には 1 時間の照射を行い、
図 1 で確認できる核種が十分減衰した後に、134Csを対象と
した計測を実施した。講演では、中性子放射化分析を用い
て得られた浸透挙動について議論する。 
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図1. モルタルのスペクトルと物質のピーク(30秒照射) 
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